
第15回情報処理運営協議会報告事項１

2023（令和５）年３月３日

輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社

ＮＡＣＣＳを巡る動きについて
（貿易関連プラットフォームとの連携について）
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○現状、サイバーポート（CP）とNACCSの連携は、利用者端末を介した連携機能が2021年４月から稼働中である。

○民間事業者の要望を受け、CPとNACCSの利便性向上のため、システム間の自動連携を予定している。

○2023年3月13日より、CPからNACCS業務の一部を直接実施できる機能を運用開始（予定）。（図中①）

○NACCS側の情報をCP側へ共有することについても、必要な情報の洗出し、タイミング等について協議中。（図中②）

サイバーポート（港湾物流分野）との連携について
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「港湾統計のためのデータ連携」に関するサイバーポート（港湾管理分野）との連携について

○国土交通省が推進しているサイバーポート（CP）では、港湾統計にかかる調査（港湾調査）の電子化を推進して
いる。

○港湾調査調査票に記入すべき情報の多くが、NACCSで取り扱っている情報である。
○そこで、NACCSが保持するデータの一部を港湾管理者に連携することにより、港湾調査に必要な情報が電子化
され、港湾管理者も含めた港湾統計に係る業務の効率化を図ることができる。

※2023年1月18日に本連携に係るNACCSシステム利用規程を改正、同年1～2月にCPにおける実証を実施。

港湾管理者

統計データ
WebNACCSの港湾統計用データ機能
を利用し、有料でダウンロード
（港湾統計データ配信サービス）Web回線

【現行】

CP

連携データ

港湾管理者

NACCS回線

【連携後】

統計データ
WebNACCSの港湾統計用データ機能
を利用し、有料でダウンロード
（港湾統計データ配信サービス）Web回線

※港湾統計データ配信サービスは、引き続き継続

CPで港湾統計に係る作業を行う
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NACCSでは既に入出港届等の入出港時の手続きの電子化を実現しており、これを拡張するかたちで、今回、着岸する岸壁及び
期間の指定を、NACCSに新たに設置するバースウインドウ表示画面上で申請するとともに、関連官署（港湾管理者等）側でも許
可業務ができる「バースウインドウ調整機能」を、NACCSに実装する。(2023年1～2月に、CPにおける実証を実施。)

バースウインドウ調整機能について

①バースウィンドウの空き状況がビ
ジュアルで確認でき、空いている時
間・場所を選択する。

②入港前統一申請画面に
遷移し、必要項目を入力
し、関連官署に送信する。

③関連官署は申請に対して
オンラインで回答する。

・乗組員及び旅客に関する事項の報告【→税関】
・入港通報（予備審査情報）、乗員上陸許可申請【→入管】
・入港通報、検疫通報【→検疫所】
・危険物荷役許可申請、停泊場所指定願、移動許可申請、係
留施設使用届【→港長】

・事前通報【→港内交通管制室・海上交通センター】
・係留施設等使用許可申請【→港湾管理者】
・船舶保安情報【→保安部署】
・航路情報【→海上交通センター】
・保障契約情報【→地方運輸局】

本機能により実施可能な届出申請 ※NACCS実装済機能
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・NACCSとTradeWaltz間でシステム間接続を行い、NACCSのお客様であり、かつ、TradeWaltz利用者である者
がTradeWaltzからNACCS業務を実施可能とする。

・TradeWaltzから実施可能なNACCS業務は、船積指図書（S/I）情報登録（SIR）業務、インボイス・パッキング
リスト情報登録（IVA）業務等の荷主業務を予定。

TradeWaltzとのシステム間接続について

お客様
(民間)

NACCS
EDI
接続

NACCSのお客様
(TradeWaltz利用者)

荷主

NACCSのお客様
(TradeWaltz利用者)
フォワーダ・通関業

お客様
(官)


